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概　要
　本研究は，カナダのブリティッシュ・コロンビア州（以下，BC 州）の，L 保育施設で筆者
がボランティアとして保育に参加し観察してきた内容を報告するものである。L 保育施設は，
BC 州の認可保育の中でも，利用定員 8 名（L 施設は 7 名と設定）の「インホーム・マルチ・
エイジ・チャイルド・ケア（In-Home Multi Age Child Care）」に属するもので，対象児の年
齢・定員，職員と子どもの比率，職員に求められる資格等の点で違いはあるものの，日本の「家
庭的保育」に比較的近いものであった。L 施設の保育提供場所は保育者 M 氏の自宅であった。
保育者は M 氏（女性）の一人で，「認可された幼児教育者」の資格を有していた。参加観察は，
2013年 8 月20日から 9 月13日までの休日を除く計18日間実施した。L 施設の保育の第一の特徴
として捉えられたのは「多文化主義」，第二の特徴として捉えられたのが，「家庭の子育てに近
い少人数の保育」というものであった。
Ⅰ．研究の目的
　カナダは，面積約1000万平方km（世界第 2 位，
日本の約27倍），人口約3,500万人，英語とフラン
ス語を公用語とし，政治体制は立憲君主制の国で
ある1）。10の州と 3 つの准州から成る2）。
　「カナダは世界中からの移民が造り上げた多民
族国家であり，多文化主義を国策に掲げて互いの
違いを認め合う人権意識の高い国」3）であると言
われる。「生後 6 年間が子どもの発達にとって非
常に重要であるとし，遊びを基盤として子どもの
最良の発達を保障することが謳われ，全ての子ど
もは最善の子ども時代を過ごす権利があるとされ
ている」４）。
　1980年代初頭，「子育て支援に 1 ドルかけ惜し
めば， 7 ドルのツケとなってさまざまな問題が起
こる」との試算をもとに，カナダ政府は子育て支
援に力を注ぐようになったと言われる。そのよう
な中，カナダ保健省等によって開発され，1987年
にカナダ全土に導入された親教育プログラム
「Nobody’s Perfect」（ 0 歳から 5 歳までの子ども
を持つ親を対象に，親，こころ，しつけ，からだ，
安全の 5 冊のテキストを無料提供し，子どもの保
育つきで 6 ～ 8 回の連続講座を行うというもの）
の親向けテキストは，「完璧な親なんていない！」
というタイトルのもと，日本でも翻訳，出版され，
「カナダ生まれの子育てテキスト」として注目さ
れた。 このプログラムを担当するファシリテー
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ターを養成するための研修用テキストも「親教育
プログラムのすすめ方」というタイトルのもと，
翻訳，出版され，このプログラムの日本への導入
も試みられてきた5）。伊志嶺は，日本への導入に
ついて，「不安をかかえた多くの親たちが元気に
なって行く様子から，虐待予防も期待できると実
践者の多くが実感している」と評価する6）。
　「子育て支援先進国」7）とも言われるカナダの
子育て支援については，これまでにも多数報告が
なされてきた8）。また，カナダの多文化主義に基
づいた教育に注目した研究も以前から数多くなさ
れており，なかには，多文化主義の視点からカナ
ダの就学前教育に注目したものもある9）。さらに，
近年では，OECD が2000年より 3 年に 1 度実施
している PISA でカナダが毎回上位に位置してい
ることから，幼児期の教育が PISA 型学力の基礎
になっているとの仮定のもと，カナダの幼児教育
について検討する研究も見られるようになってき
た10）。
　このように，カナダの福祉，教育については，
これまでも様々に報告がなされてきている。しか
し，カナダの「福祉，教育の施策は，州ごとに任
されており，国からの補助はあるが，乳幼児の教
育と保育制度については州と準州が開発と維持に
責任を負い，それぞれの基準が決められている」11）
ことからも，その多様な実態を把握していくのは
容易いことではない。今後もより多くの事例報告
等が求められる。
　本研究は，カナダのブリティッシュ・コロンビ
ア州（以下，BC 州）の，ある保育施設で筆者が
保育に参加し観察してきた内容を報告するもので
ある。この保育施設は，BC 州の認可保育の中で
も「インホーム・マルチ・エイジ・チャイルド・
ケア（In-Home Multi Age Child Care）」という
種類に属するものであった。本研究は，カナダの
ある州の特定の保育施設の一事例報告に過ぎない
が，しかし，実際に現地に赴き，体験を伴いなが
ら，その保育の内容を確認することは意味あるも
のであったと思われる。カナダの多様な幼児のた
めの福祉，教育の現状を明らかにしていくための
事例報告の 1 つに，本研究がなればと考えている。
Ⅱ．研究の方法
　2013年 8 月20日から 9 月13日までの平日（ 9 月
2 日（月） は祝日のため除く）， 計18日間，BC
州バンクーバー（Vancouver）の「インホーム・
マルチ・エイジ・チャイルド・ケア」L 保育施設
にて，ボランティアとして保育に参加し，保育の
様子を観察してノートに記録した。保育参加・観
察の時間帯は原則として 9 時から12時であった
が， 9 月 5 日と 9 月12日のみ 9 時から17時半まで
行った。なお，観察記録に加え，許可される範囲
で，写真撮影，保育者へのインタビューも行った。
　また，観察記録の考察に先立ち，日本の外務省
が提供する「諸外国・地域の学校情報」12），BC 州
政府が提供する幼児期の福祉・教育に関する各種
情報13）をもとに，BC 州の幼児のための福祉・教
育制度を外観した。
Ⅲ．研究の結果と考察
1 ．BC 州の幼児のための福祉・教育制度の概要
　BC 州は，人口４50万人，カナダ10州で最西端
に位置する西海岸の州である。州都はビクトリア
（Victoria），最大の都市はバンクーバー，公用
語は英語である1４）。
　就学以降の教育制度は，表 1 の通りである15）。
また，就学前の認可保育の選択肢は表 2 の通りで
ある。なお，表 2 の中の「認可された幼児教育者」
「認定された幼児教育アシスタント」の要件につ
いて表 3 に示した。また，表 2 に示した以外の，
いわゆる認可外保育の選択肢としては，保育提供
者がその自宅で（自らの親戚ではない）子どもを
保育するものがある。子どもは 2 名まで，もしく
は一家庭に属するきょうだいとなっている。その
地域の保育資源照会センター（Child　Care 
Resource and Referral）に登録されているもの
（Registered License Not Required Child Care）
とされていないもの（License Not Required 
Child Care）がある。この他，いわゆるベビーシッ
タ ー と い う 選 択 肢 も あ る（In Chi ld`s Own 
Home）16）。 今回研究対象となった L 施設は， 表
2 のなかの「インホーム・マルチ・エイジ・チャ
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表 1 　BC 州の教育制度（就学以降）
5 歳 キンダーガーデン
（Kindergarten）
その年の12月31日までに満 5 歳になる者は，同年の 9 月に
就学となる。小学校 1 年生になる前の 1 年間， 5 歳児は，
小学校の中にあるキンダーガーデン（Kindergarten）に通う。
公費による無償の教育であるが，就学義務はない。
6 歳～12歳　
　
初等教育（小学校 1 ～ 7 年生）
（Elementary　Education）
公費による無償の教育で，就学義務がある。
標準的な一学級の生徒数は20－30名。　
教員 1 名に対する生徒数の比率は，1：20－1：30.
標準的な年間授業日数は192日。
標準的な授業教科は，英語（国語），数学，社会，理科，科
学技術，コミュニケーション。
学年の進級（進級・留年基準など）は単位制。
州による12年生の卒業試験あり（ 6 月実施）。
High School Diploma 取得条件は，単位制。
13歳～17歳 中等教育（中学・高校 8 ～12年生）
（Secondary　Education）
18歳～21歳 高等教育
（Postsecondary　Education）
1 年～ 3 年制の専門技術学校， 2 年制の短期大学， 4 年制
の大学等がある。
外務省「諸外国・地域の学校情報：カナダ（ブリティッシュ・コロンビア州）」をもとに筆者が作成（一部加筆）
http://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/world_school/03n_america/info30208.html
イルド・ケア」である。
2 ． 「インホーム・ マルチ・ エイジ・ チャイル
ド・ケア」L 施設の保育
⑴　L 施設の概要
　L 施設の概要を表 ４ に示した。所在地は，BC
州バンクーバー，保育提供場所は保育者 M 氏の
自宅である。「助け合い」「尊敬」「感謝と謝罪」を
モットーとして，2009年 1 月に開園した。定員は
7 名，対象児の年齢は生後 6 か月～12歳である。
但し， 6 歳から義務教育が始まるため， 6 歳以上
の子どもは，学校時間外の利用である。「保育者
は M 氏（女性）の一人である。M 氏は，バンクー
バー・ コミュニティ・ カレッジ（Vancouver 
Community College）で保育を学び，表 3 に示す
「認可された幼児教育者」の資格をもつ。M氏は，
第一言語のルーマニア語をはじめ，フランス語，
英語も話す。日々の食事は，子どもたちの好き嫌
い・アレルギー・宗教に考慮し，M 氏が用意し
ている。基本的にキッチンで手作りされている。
州政府からの補助を受けているが，玩具や教材は
家庭から寄付されたものも多い。
　筆者の訪問時（2013年 8 月20日～ 9 月13日）に
おける L 施設の在籍児童，保育料，デイリープ
ログラム，施設内外の様子を，表 5 ，表 6 ，表 7 ，
図 1 に示した。表 5 に見る通り，在籍児童の保護
者の出身国等は実に様々である。
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表 3 　「認可された幼児教育者」「認定された幼児教育アシスタント」の要件
認可された幼児教育者
（A licensed Early Childhood 
Educator 〈ECE〉）
承認された幼児教育に関する養成プログラムの完了，関連した実務経験の
証明，人物と仕事の適性についての推薦状の提出によって，BC 州の「幼
児教育者」として登録され，保育を行う資格を得ることができる。この資
格は 5 年ごとの更新が必要である。更新するためには，400時間の実務経
験の証明と，人物と仕事の適性についての推薦状を提出し，40時間の研修
（子どもの発達に関する専門的なトレーニング）を受けなければならない。
認定された幼児教育アシスタント
（A certified Early Childhood 
Educator Assistant 〈ECEA〉）
幼児教育に関する講義（「子どもの成長発達・健康・安全・栄養」または「幼
児指導」のどちらか）の完了，関連した実務経験の証明，人物と仕事の適
性についての推薦状の提出によって，BC 州の「幼児教育者」として登録
され，保育を行う資格を得ることができる。この資格は 5 年ごとの更新が
必要である。更新するためには，400時間の実務経験の証明と，人物と仕
事の適性についての推薦状を提出し，40時間の研修（子どもの発達に関す
る専門的なトレーニング）を受けなければならない。
BC 州「子ども・家庭発達省」（Ministry of Children and Family Development）発行の冊子
「BC 州における保育を選択・監督するための親向けガイド」（Parents Guide to Selecting and Monitoring Child 
Care in BC）をもとに，筆者が補足説明をくわえて作成
http://www.health.gov.bc.ca/library/publications/year/2009/Parents’_guide_child_care.pdf
表 4 　L 施設の概要
所在地 BC 州バンクーバー
保育提供場所 保育者 M 氏の自宅
開設 2009年 1 月
定員 7 名
対象児
生後 6 か月～12歳の子ども　
※ 6 歳から義務教育が始まるため， 6 歳以上の子どもは，学校時間外の利用
保育者
M 氏（女性）の一人。認可された幼児教育者（有資格者）。
言語はルーマニア語，フランス語，英語。
食事
子どもの好き嫌い・アレルギー・宗教を考慮しつつ，保育者が用意（基本的にキッチンで手
作り）。
財政的補助 州政府からの補助あり。玩具や教材は家庭から寄付されたものも多い。
表 5 　L 施設の在籍児（訪問時）
年齢 性別 保護者の出身国等 2013年 8 月20～30日の在籍 2013年 9 月 3 ～13日の在籍
A 児 2 歳 女児 不明 ― ○
B 児 2 歳 男児 イラン ○ ○
C 児 不明 女児 中国 ○ ―
D 児 3 歳 女児 フランス ○ ○
E 児 4 歳 男児 ロシア ○ preschool へ移籍
F 児 4 歳 女児 ブラジル ○ ―
G 児 4 歳 女児 ロシア ○ preschool へ移籍
H 児 4 歳 女児 不明 ― ○
I 児 5 歳 男児 ロシア・カナダ ○ ○
J 児 6 歳 女児 日本 ― ○
K 児 8 歳 男児 不明 ― 9 / 5 と 9 / 9 のみ
※　○：有　―：無　不明：筆者の未確認
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表 6 　L 施設の保育料（訪問時）
子どもの年齢 1 日 1 か月
6 か月－ 2 歳 ＄60 ＄1200
2 歳－ 4 歳 ＄55 ＄1100
4 歳－ 5 歳 ＄50 ＄1000
6 歳－12歳 ＄20 ＄400
表 7 　L 施設のデイリープログラム（訪問時）
時間 活動内容
07：30－09：00 オープン　－　自由遊び
09：00－09：30 朝食
09：30－10：00 グループ活動
10：00－11：00 造形遊び
11：00－12：00 外遊び
12：00－13：00 昼食
13：00－15：00 歯磨き・午睡（休息）
15：00－15：30 起床
15：30－16：00 おやつ
16：00－16：30 グループ活動
16：30－17：00 自由遊び
17：00－17：30 掃除
17：30－18：00 お迎え
18：00 クローズ
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図 1 　L 施設の室内および庭の様子
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⑵　参加観察記録
　表 8 は，終日参加観察が行えた2013年 9 月 5 日
の記録， 表 9 は， 同じく終日参加観察が行えた
2013年 9 月12日の記録である。
表 8 　2013年 9 月 5 日の観察記録
2013年 9 月 5 日（木）12日目 天気：晴れ 出席： 7 名　欠席： 0 名
活動の流れ 室内での自由遊び→おやつ→公園での自由遊び→公園でのグループ活動→
公園での自由遊び→庭での自由遊び→昼食→
午睡→おやつ→庭での自由遊び→室内での自由遊び→お迎え
時間 幼児の活動 保育者の関わり メモ
9：00 室内での自由遊び
・ 折り紙・絵本・玩具・室
内固定遊具・ 人形・ ブ
ロック等をして遊ぶ。
・ それぞれの年齢に応じた玩具を出
しておく。
・ 室内では走ったり大声を出したり
しないよう，注意する。
9：30
10：00
おやつ
・ 手洗い，排泄を済ませる。
・ ダイニングの椅子に座
り，配られた順に食べる。
・ 食べ終わった子から自由
遊びをする。
公園での自由遊び
・ 排泄を済ませ，玄関付近
に集まる。
・ 保育者と外出時の約束を
確認する。
・ ベビーカーや保育者から
離れないようにして公園
まで歩いて行く。
・ 手洗い，排泄を促す。
・ おやつの準備をする。
・ 座った子どもからおやつ
（マカロニチーズ・牛乳）を配る。
・ 食器を片づける。
・ 必ず全員が排泄に行くよう声をか
ける。
・ 公園に持って行く荷物をベビー
カーに乗せる。
・ 子どもたちと外出時の約束を確認
する。
・ ベビーカーに一番幼い 2 名を乗せ
る。
・ 移動中はベビーカーにつかまるな
ど，まとまって歩くように声をか
け，道路を渡るときは特に注意を
払う。
・ マカロニチーズは，キッチンで保育者が
手作りしたもの。
・ 一人ひとり量が違い，誰がどのくらいお
やつを食べたかは記録しない。
【外出時の持ち物】
子どもの個人情報書類 ( 本人・家族の写真
を含む）・ おやつ・ 水筒（各子どものも
の）・救急セット・シール（子どもが泣い
た時にあげる）・ビニールテープ（簡易名
札等にも使用）・ 筆記用具・ オムツ交換
セット（オムツ・オムツ換え用シート・お
尻拭き）・ ゴミ袋・ ラジオ・ ウエット
ティッシュ・シート
【外出時の約束】
1. ベビーカーから手を離さない。
2. 保育者の話を聞く。
3. みんなで一緒にいる。
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10：50
10：55
11：30
11：45
・ 公園で遊ぶ。（固定遊具，
砂遊び，追いかけっこ等
をして遊ぶ。）
・ 水分補給をし，簡単なお
やつを食べる。
公園でのグループ活動
・ 公園の一角に集まり座る。
・ 保育者と一緒に歌いなが
ら，各自呼名に応える。
・ リズム遊び，歌遊びをす
る。
公園での自由遊び
・ 公園で自由に遊ぶ。
・ 身支度を整える。
・ 保育者と共に歩いて戻
る。
庭での自由遊び
・ 排泄を済ませ（行きたい
子のみ）， みんなで庭に
出る。
・ 庭で遊ぶ。（バイクの玩
具，人形，滑り台，ボー
ル等をして遊ぶ）
昼食
・ 排泄，手洗いを済ませる。
・ ダイニングの好きな席
に座り，配られた順に食
べる。
・ 食べ終わった子から，食
べ終わったことを保育
者に伝え，自由に遊びを
始める。
・ 子どもたちが遊ぶ様子を見守る。
・ 必要に応じて（子どもに呼ばれた
時のみ）援助をする。
・ 各自の水筒を子どもが自由に取れ
る場所に置き，その隣に，おやつ
（クラッカー）を入れたタッパを
置く。
・ 各グループ活動を始めることを伝
え，座るよう言葉をかける。
・ 歌いながら，全員の名前（保育者
も含む）を呼ぶ。
・ 子どもたちに何を歌いたいか聞
き，一緒にリズム遊び，歌遊びを
する。
・ 公園を出発する予定時刻の 5 分前
になったら，後 5 分で公園を出る
ことを伝える。
・ 荷物をベビーカーに乗せる。
・ 子どもたちと共に歩いて戻る。
・ 排泄を促し，公園の荷物を片付け
る。
・ キッチンの窓から，庭にいる子ど
もたちの様子を時折確認しなが
ら，昼食の準備をする。
・ 排泄，手洗いを促す。
・ それぞれのメニューを食べるかど
うか，量はどのくらいがよいか，
一人ひとりに確認しながら，昼食
（ソーセージ・マッシュポテト・
葡萄・オレンジ）を配る。
・ 食べ終わった子から自由に遊んで
よいが，食べ終わるまではしっか
り座って食べるよう伝える。
・ 公園は L 施設から徒歩 5 分と15分の場
所に位置し，原則として毎日どちらかの
公園に行っていた。
・ 援助をする前に必ず
「Do you need a help?」と確認する。
・ 誰がどこに座るかは決まっていない。思
うまま動き，座る場所がかわる。
・ 呼名のための歌がある。
・ ABC の歌，曜日の歌などがよく歌われ
ていた。
・ グループ活動はこの 5 分ほど。
・ 庭と室内を頻繁に行ったり来たりしては
いけないという約束がある。
　　　　　　　　　 
・ マッシュポテトは
　キッチンで保育者
　が手作りしたもの。
・ おやつと同様に，一人ひとり量が違い，
誰がどのくらい食べたかは記録しない。
・ 食べたくないものがあるときは子どもが
自ら保育者に伝える。
・ 子どもが配膳や片付けはしない。
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12：15
15：40
午睡
・ 排泄を済ませ，午睡の部
屋へ行く。
・ 眠れないこと，おなかが
すいていることを訴える。
・ キッチンに行き，おやつ
を食べる。
・ 食べ終わった子から午
睡の部屋に戻り，午睡を
する。
・ 目が覚めた子から自由
に遊びを始める。
おやつ
・ 手洗い，排泄を済ませる。
・ ダイニングの椅子に座
り，配られた順に食べる。
・ 食べ終わった子から自
由に遊び始める。
・ 必ず全員排泄に行くよう声をかけ
る。
・ 必要な子にはオムツを履かせる。
・ 眠らない子が多いため，子どもの
要求に応じて，おやつ（シリアル）
を用意する。
・ 一人ひとりに寄り添う。
・ 子どもが自然に目を覚ますまで待
つ。
・ 起きない子は起こさない。
・ 排泄，手洗いを促す。
・ おやつ（パン・牛乳）の準備をす
る。
・ 配るときに，食べるかどうか一人
ひとり確認する。
・ 食器を片づける。
・ A 児と B 児の幼児のみオムツを履いて
いた。
（B 児は午睡時のみ）
・ 「満腹の時の方が午睡がスムーズ」との
M 氏の判断による。
・ 眠れない子はプレイルームで静かに遊ぶ。
・ 食べたくない子は牛乳のみ飲んでいた。
16：00
16：40
17：00
庭での自由遊び
・ 排泄を済ませ， 靴を履
き，庭の前に並ぶ。
・ 庭で遊ぶ。
（ 砂遊び，車やバイクの玩
具，タイヤ，おままごと，
ボール，水遊び等をして
遊ぶ）
・ 室内に戻る。
室内での自由遊び
・ 折り紙・絵本・パズル・
玩具・室内遊具・人形・
ブロック等をして遊ぶ。
お迎え
・ お迎えに来た保護者と
共に順次帰宅する。
・ 排泄を促す。
・ 全員が支度を済ませたことを確認
してから，庭に出るよう促す。
・ 庭にいる子どもたちの様子を気に
しながら，室内の掃除をする。
・ 室内に戻るよう声をかける。
・ 手があいている時には，子どもの
様子に応じて，別のおもちゃを提
供したり，読み聞かせをしたりす
る。
・ 迎えに来た保護者にその日一日の
様子を報告する。
　　　　　　　　　　
・ 5 歳児が 2 歳児に
　靴を履かせる姿が
　見られた。
・ 擦り傷程度の怪我については特に対応し
ない。子どもの擦り傷について報告した
際には，「泣いていなければ，そのまま
でよい」という指示があった。子どもが
泣いた場合のみ，消毒をし，バンドエイ
ドを貼るなどの対応をする。
・ 基本的に子どもたちと一緒に遊ぶことは
ほとんどない。
・ 保護者の悩みも聞いていた。
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表 9 　2013年 9 月 5 日の観察記録
2013年 9 月12日（木）17日目 天気：晴れ 出席： 5 名　欠席： 1 名
活動の流れ 室内での造形活動→図書館→公園での自由遊び→庭での自由遊び→昼食→ 
午睡→おやつ→室内での自由遊び→お迎え
時間 幼児の活動 保育者の関わり メモ
9：00
9：45
室内での自由遊び
・ 家庭から造形活動用の洋
服を持参している子は着
替える。
・ 造形活動に参加したい子
はプレイルームの好きな
席に座り，配られた順に
造形活動をする。
・ 作品が完成した子は保育
者に作品を渡し，手を洗
う。
・ 1 枚作品を完成させた
が，まだ造形活動を続け
たい子は新しい用紙を保
育者から受け取る。
・ 白い画用紙に筆と絵の具
（ 上記と同じもの）を用い
て自由に描く。
図書館
・ 手洗い，排泄を済ませる。
・ 帽子を被り，お揃いの服
に着替え，玄関付近に集
まる。
・ 保育者と図書館での約束
を確認する。
・ ベビーカーや保育者から
離れないようにして銀行
まで歩いて行く。
・ 1 人ずつ小分けになった
おかしを受け取り，銀行
の近くの休憩所でおやつ
を食べながら保育者を待
つ。
・ 家庭から持参した造形活動用の洋
服を鞄から出し，その子に渡す。
・ 造形活動の準備をする。
・ 新しい色を用意し，子どもたちに
呼びかける。
・ 1 つひとつの作品を褒め，作品の
裏に名前を書き，手洗いを促す。
・ まだ造形活動を続けたい子には大
きな用紙を渡す。
・ 道具を片付ける。
・ 必ず全員が排泄に行くよう声をか
ける。
・ 子どもたちが着るお揃いの服と帽
子を用意する。
・ 公園に持って行く荷物をベビー
カーに乗せる。
・ 子どもたちと図書館での約束を確
認する。
・ ベビーカーに一番幼い 2 名を乗せ
る。
・ 移動中はベビーカーにつかまるな
ど，まとまって歩くように声をか
け，道路を渡るときは特に注意を
払う。
・ 子どもたちに小分けのおやつを配
り，銀行へ行く。
・ アヒルの形をした紙に筆と絵の具（絵の
具とボディーミルクを混ぜたもの）を用
いて色をつける活動。
・ お揃いの服は園のもので，帽子は自宅か
ら用意したもの。
【図書館での約束】
1. 騒がず，静かにする。
2. 走らない。
3. 移動はベビーカーを優先する。
・ 筆者と子どもたちのみで保育者を待った。
・ 2 歳児も
　 5 歳児も同じ量。　
92 カナダのブリティッシュ・コロンビア州における「インホーム・マルチ・エイジ・チャイルド・ケア」の事例報告
10：30
11：00
11：40
・ ベビーカーや保育者か
ら離れないようにして
図書館まで歩いて行く。
・ 子どもの絵本コーナー
で好きな本を 1 人 2 冊
まで選ぶ。
・ ベビーカーから離れず
に，保育者が本を借り終
わるのを待つ。
公園での自由遊び
・ ベビーカーや保育者か
ら離れないようにして
公園まで歩いて行く。
・ 公園で遊ぶ。（固定遊具，
砂遊び，追いかけっこ，
虫探し等をして遊ぶ）
・ 水分補給をし，簡単なお
やつを食べる。
・ 身支度を整える。
・ 保育者と共に歩いて戻
る。
庭での自由遊び
・ 排泄を済ませ（行きたい
子のみ）， みんなで庭に
出る。
・ 庭で遊ぶ。（バイクの玩
具，人形，滑り台，ボー
ル，バドミントン，虫探
し等をして遊ぶ。）
昼食
・ 排泄，手洗いを済ませる。
・ ダイニングの好きな席
に座り，配られた順に食
べる。
・ 移動中はベビーカーにつかまるな
ど，まとまって歩くように声をか
け，駐車場を通るときは特に注意
を払う。
・ 子どもと一緒に本を選ぶ。
・ ベビーカーを目の届く位置に置
き，そこから離れないよう言葉を
かけ，本を借りる。
・ 移動中はベビーカーにつかまるな
ど，まとまって歩くように声をか
け，道路を渡るときは特に注意を
払う。
・ 子どもたちが遊ぶ様子を見守る。
・ 必要に応じて（子どもに呼ばれた
時のみ）援助をする。
・ 各自の水筒を子どもが自由に取れ
たり，休息をとれたりするように
シートを敷き，おやつ（クッキー
数袋等）を置く。
・ 公園を出発する予定時刻の 5 分前
になったら，後 5 分で公園を出る
ことを伝える。
・ 荷物をベビーカーに乗せる。
・ 子どもと共に歩いて戻る。
・ 排泄を促し，外出時の荷物を片付
ける。
・ キッチンの窓から，庭にいる子ど
もたちの様子を時折確認しなが
ら，昼食準備をする。
・ 排泄，手洗いを促す。
・ それぞれのメニューを食べるかど
うか量はどのくらいがよいか，一
人ひとりに確認しながら，昼食（餃
子のようなもの，ブロッコリー）
を配る。
・ M 氏の自宅から図書館は徒歩15分。
・ おやつは何袋でも開けてよく，誰がどの
くらい食べたかは記録しない。
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12：10
15：30
16：00
・ 食べ終わった子から，食
べ終わったことを保育
者に伝え，自由に遊びを
始める。
午睡
・ 排泄を済ませ，午睡の部
屋へ行き，午睡をする。
・ 目が覚めた子から自由
に遊び始める。
おやつ
・ 手洗い，排泄を済ませる。
・ ダイニングの椅子に座
り，配られた順に食べる。
・ 食べ終わった子から自
由に遊び始める。
室内での自由遊び
・ 折り紙・ 絵本・ パズ
ル・ 玩具・ 室内遊具・
人形・ ブロック等をし
て遊ぶ。
・ 食べ終わった子から自由に遊んで
よいが，食べ終わるまではしっか
り座って食べるよう伝える。
・ 必ず全員が排泄に行くよう声をか
ける。
・ 必要な子にはオムツを履かせる。
・ 一人ひとりに寄り添う。
・ 子どもが自然に目を覚ますまで待
つ。
・ 起きない子は起こさない。
・ 排泄，手洗いを促す。
・ おやつ（シナモンライス・牛乳）
の準備をする。
・ 配るときに，食べるかどうか一人
ひとり確認する。
・ おやつを食べなかったＢ児（イス
ラム教徒の家庭の子どもにＢ児の
保護者からあずかっていたおやつ
を出す。
・ 食器を片付ける。
・ 排泄を促す。
・ 子どもたちの様子を気にしなが
ら，室内の掃除をする。
・ 手があいている時には，子どもの
様子に応じて，別のおもちゃを提
供したり，読み聞かせをしたりす
る。
・ おやつと同様に，一人ひとり量が違い，
誰がどのくらい食べたかは記録しない。
・ 食べたくないものがあるときは子どもが
自ら保育者に伝える。
・ 子どもが配膳や片付けはしない。
・ A 児と B 児の幼児のみオムツを履いて
いた。
（B 児は午睡時のみ）
・ 眠れない子はプレイルームで静かに遊ぶ。
・ 食べない　　
　場合は
　家庭から
　用意された
　ものを出す。
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⑶　考察
　 1 ）多文化主義
　「カナダは世界中からの移民が造り上げた多民
族国家であり，多文化主義を国策に掲げて互いの
違いを認め合う人権意識の高い国」17）との指摘の
通り，L 施設においても，在籍児童の保護者の出
身国等は多岐にわたっており（表 5 ），それぞれ
異なる文化的背景をもつ子どもたちへの配慮が保
育者によってなされていた。
　M氏は基本的には，ルーマニア語，フランス語，
英語を話すが，その他の言語を話す子どもにも，
ごく簡単な単語によるものではあるが，その子の
言語を用いてコミュニケーションを図ろうとする
様子が見られた。例えば，イラン，ロシアの文化
を背景にもつ子どもに対して，彼らの言葉で話し
かける様子が観察された（2013年 9 月 6 日の記録
より）。日本人の子ども（J 児）が新しくメンバー
に加わった際にも，「いただきます」という食事
を始める前の日本の挨拶について，M 氏が他の
子どもたちに話す場面が観察された（2013年 8 月
30日の記録より）。
　宗教上の理由による食事制限については，特に
配慮がなされていた。表 9 の記録にも認められる
通り，イスラム教の保護者（B 児の保護者）は，
「宗教上の理由による食事制限で，我が子が悲し
い思いをしないように」と，予め M 氏に，その
子が食べられるおやつとして，スナック菓子と豚
肉を用いていないソーセージを預けていた。M
氏は，宗教上の理由か否かにかかわらず，B 児が
おやつを食べようとしないときには，保護者が用
意したおやつを提供していた。昼食として豚肉を
用いたピザを用意した際にも，M 氏は，B 児の
ために特別に豚肉を用いていないピザも用意して
いた（2013年 9 月 6 日の記録より）。
　こうした，それぞれ異なる文化的背景をもつ子
どもたちへの保育者の配慮は，18日間の保育参加
観察を通して，L 施設の保育の顕著な特徴として
捉えられたものであった。
　こうした多文化主義の考え方と関連するものだ
と思われるが，「子どもの意思表示の奨励」も，
L 施設の保育の特徴として捉えられた。食事の場
面では「これを食べますか（Do you want?）」と
尋ね，子どもが困っている様子の時には，手をか
す前に必ず「助けが必要ですか（Do you need a 
he lp ?）」，「何 が 必 要 で す か（What do you 
want?）」と確認するなど，常に子どもに意思表
示を求めている様子が印象的であった（18日間の
全記録より）。
　 2 ）家庭の子育てに近い少人数の保育
　日本では，2015年度より，「子ども・子育て支
援新制度」が本格的にスタートすることとなって
いる。この制度においては，「家庭的保育」も，
市町村による認可事業として，児童福祉法に位置
づけられたうえで，「地域型保育給付」の対象と
なる。この日本の「家庭的保育」は， 0 ～ 2 歳児
を対象とし，利用定員 5 名以下，職員の子どもの
比率は子ども 3 名に対し保育者 1 名，職員の資格
は市町村長が認める「家庭的保育者」（保育士資
格は必須ではない）で，保育提供場所は保育者の
居宅でもよいとされている18）。
　今回調査対象となった L 施設は， 表 2 に示し
た BC 州の認可保育の中でも，利用定員 8 名（L
施設は 7 名と設定）の「インホーム・マルチ・エ
イジ・チャイルド・ケア」に属するもので，対象
児の年齢・定員，職員と子どもの比率，職員に求
められる資格等の点で違いはあるものの，前述の
日本の「家庭的保育」に比較的近いものと言える。
その意味では，L 施設の保育参加観察を通して，
今後日本でより普及していくことが予想される
「家庭的保育」のカナダ版の実態を垣間見ること
ができたと言えるかもしれない。
　L 施設の保育の第二の特徴として捉えられたの
が，「家庭の子育てに近い少人数の保育」という
ものである。これは，L 施設が「インホーム・マ
ルチ・エイジ・チャイルド・ケア」に位置付くこ
とからして当然の結果であろうが，筆者は，具体
的には以下の場面で，日本の保育所や幼稚園の保
育と比べ，「家庭の子育てに近い」という印象を
17：00 お迎え
・ お迎えに来た保護者と
共に順次帰宅する。
・ 迎えに来た保護者にその日一日の
様子を報告する。
・ 他の子どもの保護者や M 氏の息子の友
人が子どもたちに積極的に関わっていた。
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受けた。
　まず食事の場面である。昼食やおやつの時，M
氏は必ず「食べるか，食べないか」を 1 人ずつ確
認し，子どもは好きなものを好きなだけ食べてい
た（前述の宗教への配慮もあると思われる）。また，
食事の量を記録して保護者に書面で報告すること
もなかった。栄養バランスも特に配慮されている
様子はなかった。これらは，家庭と連携した食育
の重視が一般的な日本の保育所，幼稚園ではあま
り見られないものであろうと思われ，「家庭の子
育てに近い」という印象を受けた。
　また，午睡の場面で，子どもが「おなかがすい
た」と言って寝付けない様子でいると，昼食を食
べてから30分程しかたっていなかったにもかかわ
らず，急遽午睡をやめ，おやつにするという場面
も観察された。M 氏によれば，「空腹時より満腹
時の方が，午睡がスムーズにできるから」とのこ
とであった（表 8 ）。日本の保育所でも，デイリー
プログラムを基本としつつ，子どもの状態に合わ
せて柔軟な対応がその都度なされていると思われ
るが，午睡とおやつの時間の入れ替えといったこ
とまでは，あまりなされていないのではと思われ，
ここでも，「家庭の子育てに近い」という印象を
受けた。
　また，遊びの場面では，保育者が教育的な「ね
らい」をもって，子ども全員を対象に行うグルー
プ活動のようなものは，ほとんど観察されなかっ
た。日々のグループ活動も，歌を歌いながら出席
をとる 5 分程度のものであった。M 氏が画材を
準備して，子どもたちを造形活動に誘うといった
場面は数回観察されたが，活動への参加は子ども
の自由であった（表 9 ）。子ども（ 2 歳児）が誤っ
た方法でハサミを使って工作遊びをしていた場面
でも，その子にハサミの正しい使い方について伝
えるといったかかわりはなされていなかった
（2013年 8 月27日の記録より）。子どもたちが遊
んでいる時間を活用して，M 氏は， 食事等の準
備をしなくてはならなかったため， 日本の保育
所・幼稚園で一般的な「遊びを通しての発達援助
としての教育」といったものはあまり認められな
かった。
　同じく，遊びの場面で，雨の日にも子どもたち
は，カッパや上着を着たり，傘を差したりして遊
んでいた。中には少し体調を崩している子もいた
が，外で遊ぶかどうかは子どもの判断に任されて
いた（2013年 8 月29日の記録より）。公園でも裸
足になって遊ぶ子どももいた（2013年 8 月21日の
記録より）。また，擦り傷程度の怪我については，
子どもが泣いていなければ， 特に対応していな
かった。筆者が子どもの怪我を報告に行った際に
も，「泣いているかどうか」を確認され，「泣いて
いなければ，そのままでよい」という指示を受け
た（表 8 ）。泣いている場合には，消毒をし，バ
ンドエイドを貼るなどの対応がなされていた
（2013年 8 月26日の記録より）。子どもたちとの
外出時，M 氏が銀行に行っている間， 子どもた
ちが銀行の近くの休憩場所でお菓子を食べなが
ら，筆者と M 氏を待つといったこともあった（表
9 ）。安全管理はかなりおおらかになされていた。
　さらに，降園の場面では，保護者や，M 氏の
息子の友人が，積極的に子どもたちと遊ぶ様子も
見られ，子どもたちも親しげに自分が作った作品
を見せていた（表 9 ）。公園でも，たまたま子ど
もを連れて公園に遊びに来ていた地域住民が，L
施設の子どもたちと一緒にサッカーをして遊ぶと
いった場面も観察された（2013年 9 月 ４ 日の記録
より）。保育者 M 氏以外の大人が気軽に保育に参
加する様子からも，「家庭の子育てに近い」とい
う印象を受けた。
　総じて，「大きな家で 7 人のきょうだいを一人
の母親がみる」といった印象を受けた。筆者のよ
うなボランティアが補助に加わるなど，保育にあ
たる大人の数が増すことで，M 氏ひとりでは困
難な食育，遊びを通した発達援助，安全管理など
の充実が図られるのではないかと思われた。
3 ．考察のまとめと今後の課題
　本研究では，カナダBC州にある，「インホーム・
マルチ・ エイジ・ チャイルド・ ケア（In-Home 
Multi Age Child Care）」L 施設の保育を事例と
して取り上げ，考察をくわえてきた。L 施設の保
育の第一の特徴として捉えられたものは「多文化
主義」であった。また，「家庭の子育てに近い」
という印象をうける特徴がいろいろな場面で認め
られた。
　本研究は，カナダのある州の特定の保育施設の
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一事例報告に過ぎない。しかし，実際に現地に赴
くことで，カナダの生活や文化を肌で感じながら
保育を観察できたのは，意味あるものであったと
思われる。
　今後は，カナダの他の保育施設や，カナダ以外
の国の保育施設について研究していくことができ
ればと考えている。
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